
第
九
三
回
総
会
で
「
断
種
法
問
題
ｌ
そ
の
広
が
り
の
見
取
り

図
Ｉ
」
を
報
告
し
た
さ
い
問
題
と
し
て
あ
げ
た
表
題
問
題
が
ど

う
も
気
懸
か
り
で
、
そ
れ
に
つ
き
し
ら
べ
て
い
る
。

一
九
世
紀
ま
で
の
日
本
で
遺
伝
問
題
は
ど
う
み
ら
れ
て
い
た
の

だ
ろ
う
か
。
『
黄
帝
内
経
」
に
嬢
疾
に
つ
き
「
黄
帝
問
岐
伯
日
。
人

生
而
有
病
嬢
疾
者
。
病
名
為
何
。
安
得
之
。
答
日
。
病
名
為
胎
疾
。

此
得
之
在
腹
中
時
。
其
母
有
所
大
驚
。
気
上
不
下
。
精
気
井
居
。

故
人
発
為
艤
疾
。
」
と
あ
る
の
は
、
そ
の
先
天
的
原
因
を
と
い
て
い

る
も
の
で
あ
る
。
横
田
則
子
氏
の
第
九
五
回
総
会
で
の
発
表
に
よ

れ
ば
、
一
七
世
紀
後
半
に
ら
い
の
遺
伝
説
が
広
範
に
登
場
し
、
定

着
し
て
い
っ
た
。
戦
前
に
結
核
の
遺
伝
説
が
一
般
に
つ
よ
く
印
象

づ
け
ら
れ
て
い
た
こ
と
は
、
福
田
眞
人
『
結
核
の
文
化
史
ｌ
近

代
日
本
に
お
け
る
病
の
イ
メ
ー
ジ
」
（
名
古
屋
大
学
出
版
会
、
一
九
九

６
日
本
の
精
神
病
学
に
お
け
る

遺
伝
学
的
研
究
の
歴
史
（
そ
の
一
）

岡

田
靖
雄

五
）
に
み
ら
れ
る
。
あ
る
病
い
を
も
っ
た
一
族
の
意
で
「
○
○
ま
け

（
ま
き
）
」
の
語
も
あ
っ
た
。

だ
が
、
血
統
ｌ
遺
伝
と
い
っ
た
考
え
方
が
日
本
で
い
つ
ご
ろ
確

固
と
し
た
も
の
に
な
っ
た
か
に
つ
い
て
は
、
も
う
す
こ
し
解
明
が

必
要
に
お
も
わ
れ
る
。
日
本
で
は
血
統
よ
り
は
家
を
重
視
す
る
立

ち
場
が
あ
っ
た
。
「
血
統
」
の
語
は
江
戸
時
代
の
造
語
で
一
八
世
紀

か
ら
所
ど
こ
ろ
で
つ
か
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
は
、
西
田
知

己
『
「
血
」
の
思
想
ｌ
江
戸
時
代
の
死
生
観
」
（
研
成
社
、
一
九
九

五
）
が
し
め
し
た
。
葱
き
も
の
の
「
持
ち
筋
」
で
は
、
持
ち
筋
の
家

と
の
結
婚
そ
の
他
の
縁
結
び
に
よ
っ
て
そ
の
人
も
持
ち
筋
と
な

る
。
逆
に
、
持
ち
筋
の
家
か
ら
非
持
ち
筋
の
他
家
に
養
子
に
で
た

人
が
、
持
ち
筋
と
み
な
さ
れ
な
く
な
る
こ
と
も
あ
っ
た
。

漢
方
の
医
説
で
痛
狂
の
遺
伝
を
は
っ
き
り
だ
し
た
の
は
喜
多
村

鼎
『
吐
方
論
」
（
一
八
一
六
）
が
最
初
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
は
「
狂
澗
。

有
二
父
子
血
統
相
伝
者
ご
と
か
き
だ
さ
れ
て
い
る
。
と
は
い
え
漢

方
で
は
遺
伝
因
を
全
面
的
に
お
し
だ
す
こ
と
は
な
く
、
西
ョ
－
ロ

ッ
パ
医
説
の
紹
介
と
と
も
に
遺
伝
因
が
重
視
さ
れ
る
に
い
た
っ

た
。
緒
方
洪
庵
訳
『
扶
氏
経
験
遺
訓
」
（
一
八
五
七
よ
り
）
の
「
精
神

錯
乱
」
で
は
素
因
の
第
一
に
遺
伝
が
明
記
さ
れ
て
「
父
母
之
ヲ
児
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こ
う
い
っ
た
な
か
で
比
較
的
学
術
的
と
い
え
る
遺
伝
研
究
は
血

族
結
婚
村
に
関
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
中
村
讓
（
新
潟
県
三
面
、
一

あ
っ
た
。
な
に
が
遣
戸

こ
と
は
、
飲
酒
多
量
（

一
四
年
に
「
晩
発
性
空

こ
と
に
も
み
ら
れ
る
。

二
譲
り
児
亦
孫
二
伝
へ
テ
ー
血
属
ノ
固
有
病
ト
ナ
ル
者
常
二
多
ク

実
験
ス
ル
所
ナ
リ
」
と
あ
り
、
そ
の
後
の
精
神
病
学
書
で
も
遺
伝

因
が
強
調
さ
れ
て
い
る
。

一
般
に
精
神
疾
患
の
遺
伝
因
を
つ
よ
く
印
象
づ
け
た
の
は
相
馬

事
件
で
あ
っ
た
ろ
う
。
相
馬
誠
胤
の
精
神
疾
患
に
つ
い
て
か
か
れ

た
診
断
書
の
う
ち
長
文
の
も
の
三
通
（
中
井
常
次
郎
・
長
谷
川
泰
・

ス
ク
リ
バ
・
三
宅
秀
・
原
田
豐
、
榊
俶
・
ベ
ル
ッ
・
佐
々
木
政
吉
）
は

い
ず
れ
も
遺
伝
因
を
お
お
き
く
と
り
あ
げ
て
い
る
。

榊
は
一
八
八
八
年
の
国
政
医
学
会
で
「
精
神
病
遺
伝
」
の
講
演

を
し
、
遺
伝
研
究
の
重
要
性
を
強
調
し
た
。
だ
が
そ
の
後
の
遺
伝

研
究
は
き
わ
め
て
粗
雑
な
統
計
的
な
も
の
で
、
あ
る
患
者
群
の
本

系
統
お
よ
び
副
系
統
に
つ
き
精
神
病
、
神
経
病
、
飲
酒
多
量
、
自

殺
、
異
常
気
質
の
数
量
を
し
ら
べ
る
類
い
の
も
の
が
ほ
と
ん
ど
で

あ
っ
た
。
な
に
が
遺
伝
す
る
か
の
見
極
め
が
あ
い
ま
い
で
あ
っ
た

こ
と
は
、
飲
酒
多
量
の
重
視
、
ま
た
た
と
え
ば
下
田
光
造
が
一
九

一
四
年
に
「
晩
発
性
遺
伝
性
麻
痒
性
癬
呆
」
の
発
表
を
し
て
い
る

九
一
二
、
岡
崎
昌
（
神
奈
川
県
三
沢
村
、
一
九
一
八
、
一
九
二
○
、
熊

本
県
五
ヶ
庄
、
一
九
一
九
）
、
池
見
猛
（
大
分
県
海
辺
村
、
一
九
三
六
）
、

海
津
勘
平
〔
齋
藤
玉
男
〕
（
群
馬
県
某
村
、
一
九
三
七
’
八
）
、
向
笠
廣

次
ほ
か
（
熊
本
県
五
家
荘
、
一
九
四
一
）
の
研
究
で
は
、
血
族
結
婚

村
で
精
神
疾
患
が
と
く
に
ふ
え
る
こ
と
は
な
い
。
他
方
、
金
杉
英

五
郎
（
一
九
○
一
）
は
聾
唖
者
で
血
族
結
婚
に
よ
る
も
の
が
お
お
い

こ
と
を
、
ま
た
児
玉
（
岡
崎
）
昌
（
一
九
二
○
、
一
九
三
四
）
は
精
神

疾
患
が
多
発
し
て
い
る
血
族
結
婚
家
系
を
報
告
し
て
い
る
。

つ
ま
り
、
断
種
法
が
お
お
き
く
と
り
あ
げ
ら
れ
る
時
代
に
な
っ

て
も
、
確
固
と
し
た
臨
床
遺
伝
学
的
研
究
は
日
本
に
は
ま
だ
な
か

っ
た
の
で
あ
る
。

（
精
神
科
医
療
史
研
究
会
・
東
京
）
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